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 , は、2次方程式 022   zz の 2解であるから 
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 ,, は相違なる複素数であるから、 0 である。複素数平面上において、 

 は を原点中心に 
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回転したものであり、 は を原点中心に 
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回転したものである。 

  であるから、  ,, を結んで得られる三角形は、原点を重心とした正三角形である。……(答) 


